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２００５年１２月の地震活動の評価 
 
 
１．主な地震活動 

  目立った活動はなかった。 

 

２．各地方別の地震活動 
（１）北海道地方 
○  12 月 13 日に北海道西方沖でマグニチュード(M)5.5 の地震が発生した。発震機構は

東西方向に圧力軸を持つ逆断層型である。余震活動は、ほぼ収まりつつある。 

 

（２）東北地方 
○  12 月２日と 17 日に、宮城県沖の深さ約 40km でそれぞれ M6.6 と M6.1 の地震が発生

した。発震機構はいずれも西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プ

レートと陸のプレートの境界で発生した地震である。２日の地震（M6.6）は、８月 16

日の宮城県沖の地震（M7.2）の南東約 10km で発生しており、これまでの最大の余震と

考えられる。GPS 観測結果によると、牡鹿半島付近の観測点で、この地震に伴うごくわ

ずかな地殻変動が観測された。17 日の地震（M6.1）は、８月 16 日の地震の余震域の北

端付近で発生した。なお、８月 16 日の宮城県沖の地震の余震発生数は、M6.6 の地震後、

一時的に増加したが、余震活動状況に顕著な変化はみられない。 

○  12 月５日に宮城県沖（２日の M6.6 の地震の南東約 30km 付近）の深さ約 25km で M5.5

の地震が発生した。発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平

洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震である。この付近では、2003 年 10

月 31 日に M6.8 の地震が発生している。 

○  11 月 15 日の三陸沖の地震（M7.1）の余震活動は、順調に減衰している。これまでの

最大の余震は、11 月 25 日と 12 月８日に発生した M4.8 の地震である。 

 
（３）関東・中部地方 

○  12 月２日に、茨城県南部の深さ約 50km で M4.2 の地震が発生した。また、12 月 28

日には深さ約 55km で M4.8 の地震が発生した。発震機構はいずれも北西－南東方向に

圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発生した地

震である。 

○  12 月 24 日に愛知県西部の深さ約 45km で M4.8 の地震が発生した。発震機構は東西方

向に張力軸を持つ型で、フィリピン海プレート内部の地震である。 

○  東海地方の GPS 観測結果に 2001 年から認められた長期的な変化には、最近やや緩和

する傾向が認められる。 

 

（４）近畿・中国・四国地方 
  目立った活動はなかった。 
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 2

（５）九州・沖縄地方 

○  12 月４日に奄美大島近海で M6.1 の地震が発生した。発震機構は北西－南東方向に圧

力軸を持つ逆断層型である。本震発生当日の余震活動は活発であったが、５日以降は

順調に減衰している。これまでの最大の余震は、12 月４日に本震付近で発生した M5.3

の地震である。 

 

 

補足 

○  2006 年 1 月１日に福井県嶺北地方の深さ約 10km で M4.1 の地震が発生した。 

○  2006 年 1 月 11 日に根室支庁中部の深さ約 120km で M4.4（暫定）の地震が発生した。 
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２００５年１２月の地震活動の評価についての補足説明 

平成 18年 1 月 11 日 

地震調査委員会 

１ 主な地震活動について 
    2005年12月の日本およびその周辺域におけるマグニチュード（M）別の地震の発生状況は以下の

とおり。 

    M4.0以上およびM5.0以上の地震の発生は、それぞれ98回（11月は109回）および15回(11月は11回)

であった。また、M6.0以上の地震は３回で、2005年は12月までに23回発生している。 

（参考）1971-2000年の30年間の標準的な回数： 

M4.0以上の月回数46回、M5.0以上の月回数8回、M6.0以上の月回数1.3回、年回数約16回 

 

2004 年 12 月以降 2005 年 11 月末までの間、主な地震活動として評価文に取り上げたものは次の

ものがあった。 
－ 留萌支庁南部 2004 年 12 月 14 日 M6.1（深さ約 10km） 

－ 房総半島南東沖（プレートの三重会合点付近） 

 2005 年１月 19日 M6.8 

－ 茨城県南部    2005 年２月 16日 M5.4（深さ約 45km） 

－ 福岡県西方沖   2005 年３月 20日 M7.0（深さ約 10km） 

－ 千葉県北東部   2005 年４月 11日 M6.1（深さ約 50km） 

－ 熊本県天草芦北地方 

   2005 年６月 ３日 M4.8（深さ約 10km） 

－ 新潟県中越地方  2005 年６月 20日 M5.0（深さ約 15km） 

－ 千葉県北西部  2005 年７月 23日 M6.0（深さ約 75km） 

－ 宮城県沖  2005 年８月 16日 M7.2（深さ約 40km） 

－ 新潟県中越地方  2005 年８月 21日 M5.0（深さ約 15km） 

－ 茨城県沖  2005 年 10 月 19 日 M6.3（深さ約 50km） 

－ 三陸沖 2005 年 11 月 15 日 M7.1 

 
２ 各地方別の地震活動 
（１）北海道地方 

「12月 13 日に北海道西方沖でマグニチュード(M)5.5 の地震が発生した。発震機構は東西方向に

圧力軸を持つ逆断層型である。余震活動は、ほぼ収まりつつある。」： 

今回の地震は平成５年(1993 年)北海道南西沖地震（M7.8）の余震域の北端付近で発生した。 

 

（２）東北地方 

東北地方では特に補足する事項はない。 

 

（３）関東・中部地方 
「東海地方の GPS 観測結果に 2001 年から認められた長期的な変化には、最近やや緩和する傾向

が認められる。」： 

GPS 観測結果によれば、東海地方から中部地方にかけての太平洋側は、フィリピン海プレート

の北西方向への沈み込みなどにより、西北西にほぼ一定速度で移動していたが、2001 年４月頃

から、静岡県西部を中心とする地域の移動について、変化している傾向が見られる。最近は、こ

の長期的な変化に、やや緩和する傾向が認められる。 

（なお、これは、12月 26 日に開催された地震防災対策強化地域判定会委員打合せ会における見

解（参考参照）と同様である。） 

 

(参考)最近の東海地域とその周辺の地震･地殻活動(平成 17年 12 月 26 日気象庁地震火山部) 
「 現在のところ、東海地震に直ちに結びつくような変化は観測されていません。 

 全般的には顕著な地震活動はありません。浜名湖直下で通常より活動レベル

の低い状態が続いていますが、その他の地域では概ね平常レベルです。 

 東海地域及びその周辺における、プレート境界のゆっくり滑りに起因すると

思われる長期的な地殻変動は、最近やや緩和する傾向が認められます。 」 
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（４）近畿・中国・四国地方 
    近畿・中国・四国地方では特に補足する事項はない。 

 

（５）九州・沖縄地方 
九州・沖縄地方では特に補足する事項はない。 

 

補足 

 －2006 年１月１日に鳥島近海で M5.9 の地震が発生し、伊豆諸島などで微弱な津波を観測した。この付

近では、1984 年 6 月 13 日に M5.9、1996 年 9 月 5 日に M6.2 の地震が発生し、今回と同様に、M6.0 程

度の規模にもかかわらず津波が観測されている。 

 

 

 参考１「地震活動の評価」において掲載する地震活動の目安   
      M6.0 以上のもの。または、M4.0 以上（海域では M5.0 以上）の地震で、かつ、最大震度

が３以上のもの。 
 

 参考２ 「地震活動の評価についての補足説明」の記述の目安  
    １ 「地震活動の評価」に記述された地震活動に係わる参考事項。  
    ２ 「主な地震活動」として記述された地震活動（一年程度以内）に関連する活動。  
    ３ 評価作業をしたものの、活動が顕著でなく、かつ、通常の活動の範囲内であることか  
      ら、「地震活動の評価」に記述しなかった活動の状況。   
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気象庁・文部科学省 

北海道地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ）12 月 13 日に北海道西方沖で M5.5（最大震度３）の地震があった。 

 

（上記期間外） 

 １月 11日に根室支庁中部で M4.4（最大震度３）の地震があった。 

ａ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 月 13 日 北海道西方沖の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日以降、深さ 60km 以浅、M≧2.0） 

2005 年 12 月 13 日 06 時 01 分に北海道西方

沖で M5.5（最大震度３）の地震が発生した。

今回の地震は、「平成５年（1993 年）北海道南

西沖地震」の余震域の北端付近で発生したもの

で、発震機構（CMT 解）はこの地震とほぼ同じ

型の東西方向に圧力軸を持つ逆断層型である。

余震活動は徐々に収まってきている。（   ） 

気象庁作成 

今回の地震 

震央分布図 
（1923 年８月１日以降、深さ 60km 以浅、M≧5.0） 

今回の地震 

1923 年８月以降、今回の地震の周辺では、

北側で 1940 年の神威岬沖（積丹半島沖）の地

震（M7.5）が、南側で「平成５年（1993 年）

北海道南西沖地震」の本震（M7.8）が発生し

ている。 

なお、今回の地震の震央付近（領域ｃ）で

は、「平成５年（1993 年）北海道南西沖地震」

の余震の活動が活発だった 1993 年の後には、

M5.0 を超える地震は発生していなかった。

（   ） 

平成５年（1993 年）

北海道南西沖地震 

領域ｃ内の地震活動経過図 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

領域ｂ 

神威岬沖（積丹半島沖）

の地震 

地震調査委員会による日本海東縁部の長期評価の対
象領域（概略）をあわせて表示した 

北海道西方沖 

北海道南西沖 

領域ｃ 

領域ｂ内の地震活動経過図と回数積算図 
（1993 年７月 12 日以降、Ｍ≧3.5） 

今回の地震の余震活動状況 
（領域ａ内の地震活動経過図、12 月 13～31 日、Ｍすべて） 

領域ａ 

北海道南西沖地震の余震域と 
今回の地震の位置関係 

（1993 年７月 12 日本震～７月 15 日 

までを薄く、2005 年 12 月 13 日以降の 

地震活動を濃くプロットした） 



 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

左図内の地震活動経過図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 月 11 日 根室支庁中部の地震 

 
震央分布図 

（1997 年 10 月１日以降、深さ 30～200km、M≧2.0） 2006 年１月 11日 00 時 07 分、根室支

庁中部の深さ 118km で M4.4（最大震度

３）の地震が発生した。この地震は太

平洋プレートの沈み込みに伴う地震と

考えられる。 

この地震の周辺では、1997 年 11 月

15 日に M6.1 の地震（最大震度４）が発

生している。（   ） 

気象庁作成 

領域ａ 

今回の地震 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 1923 年８月以降について、今回の地

震の周辺（左図内）の地震活動を見る

と、平成５年（1993 年）釧路沖地震

（M7.5、最大震度６）などＭ６～７ク

ラスの地震が時々発生している。

（   ） 

 

震央分布図 
（1923 年８月１日以降、深さ 80～200km、M≧5.0） 

平成５年（1993 年） 

釧路沖地震 

今回の地震 

Ａ 

Ｂ 

今回の地震 

Ｂ 



気象庁・文部科学省 

東北地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ）12 月 17 日に宮城県沖で M6.1（最大震度４）の地震があった。 

ｂ）12 月２日に宮城県沖で M6.6（最大震度３）の地震があった。 

 ｃ）12 月５日に宮城県沖で M5.5（最大震度３）の地震があった。 

 

 

   

   

 

ｃ 

ａ 

ｂ 



気象庁作成 

領域ａ 

今回の地震 

今回の地震 

Ｐ波初動解 

Ｐ波初動解 
ＣＭＴ解 

 12 月２日 22 時 13 分に宮城県沖の深さ 40km で

M6.6（最大震度３）の地震が発生した。この地震

の震源は、８月 16日に発生した M7.2 の地震の南

東約 10km に位置し、これまでの最大の余震と考

えられる。この地震の発生後、余震が一時的に増

加したが、その後は余震活動状況に顕著な変化は

見られない。 

また、12 月 17 日 03 時 32 分に宮城県沖の深さ

40km で M6.1（最大震度４）の地震が発生した。

この地震の震源は、８月 16 日の地震の余震域の

北端付近に位置する。 

発震機構は、いずれの地震も、西北西－東南東

方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレート

と陸のプレートの境界で発生した地震である。 

ＣＭＴ解 

 

領域ａ内の 

時空間分布図

（東西投影） 

12 月２日、17 日 宮城県沖の地震 

震央分布図（2005 年８月 16 日以降、M≧2.0） 
2005 年 12 月以降を濃い○で表示 

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 

領域ａ内の時空間分布図（南北投影） 

震央分布図中   は、地震 
調査委員会による想定震源域 



気象庁作成 

領域ａ 

今回の地震 

 12 月５日 07 時 20 分に宮城県沖の深さ

25km で M5.5（最大震度３）の地震が発生

した。 

発震機構は西北西－東南東方向に圧力

軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸

のプレートの境界で発生した地震である。 

この地震の震源近傍では、2003 年 10 月

31 日に M6.8（最大震度４）の地震が発生

している。 

 

また、12 月 21 日には 2003 年 10 月 31

日の地震の余震域の北側で M5.1（最大震

度１）の地震が発生した。（  ） 

領域ｂ 

 1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源の北側、北西側、南西側では、Ｍ７

クラスの地震を伴う活動域が認められるが、

今回の地震の震源付近（図の領域ｂ）では M7.0

以上の地震は発生しておらず、1962 年 4 月 12

日と 2003 年 10 月 31 日に発生した M6.8 の地

震が最大である。（  ） 

今回の地震 

 12 月５日 宮城県沖の地震 

震央分布図（2003 年 10 月 31 日以降、M≧3.0） 
発震機構はすべてＣＭＴ解 

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 

Ａ

Ｂ 震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.0） 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

Ａ

Ｂ

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 

（2005 年 12 月５日以降、Ｍすべて） 



気象庁作成 

今回の地震 

三陸はるか沖地震 

今回の地震 

三陸地震 

領域ａ 

 11 月 15 日 三陸沖の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧3.5） 

矩形内の地震活動経過図、回数積算図 

2005年 11月 15日 06時 38分に三陸沖

で M7.1（最大震度３）の地震が発生した。

深さは浅いと推定される＊。発震機構は、

東西方向に張力軸を持つ正断層型であっ

た。 

余震活動は順調に減衰している。これ

までの最大の余震は、11月 25 日と 12 月

８日の M4.8 の地震である。 

1997 年 10 月以降の活動を見ても、こ

の付近では目立った活動はない。矩形内

では、最大のもので 2004 年 11 月 26 日の

M4.7 の地震である。（  ） 

矩形内の地震活動経過図、回数積算図 
（11 月 15 日以降） 

Ａ

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.5） Ｂ
1923 年８月以降の活動を見ると、今

回の地震の震源の北、約 120km 付近で、

1933 年３月３日に M8.1 の地震（三陸地

震）が発生している。しかし、海溝軸

の東側（領域ａ）では、他に目立った

地震は観測されていない。（  ） 

今回の地震の 
発震機構 

（ＣＭＴ解） 

Ｂ

Ａ

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 

＊）計算結果では 83km になるが、震源が沖合いのた
め震源決定精度が確保できない。震央の位置や津波が
観測されたこと等から、深さは浅いものと推定される。 

は三陸地震の震源域（地震調査委員会による） 





気象庁・文部科学省 

関東・中部地方 

ａ）12 月 28 日に茨城県南部で M4.8（最大震度４）の地震があった。 

ｂ）12 月２日に茨城県南部で M4.2（最大震度３）の地震があった。 

ｃ）12 月 24 日に愛知県西部で M4.8（最大震度４）の地震があった。 

 

（上記期間外） 

 １月１日に福井県嶺北地方で M4.1（最大震度３）の地震があった。  

 

 

   

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ 

ｂ 

ｃ 



気象庁作成 

 
12 月２日、28 日 茨城県南部の地震 

震央分布図（2002 年１月以降、M≧1.5） 

領域ａ 

茨城県南部で、2005 年 12 月２日 21 時 54 分に M4.2

（深さ 50km、最大震度３）、28日 18 時 46 分に M4.8（深

さ 53km、最大震度４）の地震が発生した。発震機構は

いずれも北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であ

り、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発

生した地震である。２日の地震の震源付近には活発な

地震活動域があり、M5クラスの地震が度々発生してい

る。28 日の地震は、２日の地震の属する活動域からは

東に離れているものの、付近では 2002 年６月 14日に

M5.1（最大震度４）の地震が発生するなど、M4を超え

る地震が時々発生している。（  ） 

領域ｂ内の地震活動経過図、 

回数積算図 

（深さ 40km～60km） 

Ａ

Ａ

領域ａ内の南北断面図 

領域ｂ 

今回の地震 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 
（2005 年 11 月以降、深さ 40km～60km、M≧1.0） 

今回の地震 

今回の地震 

今回の地震 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.0） 

今回の地震の 
震央位置 

領域ｃ 

Ｂ

領域ｃ内の地震活動経過図 

 1923 年８月以降、今回の地震の震央付近では

M6.0 以上の地震が４回観測されているが、1985

年 10 月４日の M6.0（最大震度５）の地震以降、

M6.0 以上の地震は発生していない。（  ） Ｂ



気象庁作成 

 
2005 年 12 月 24 日 11 時 01 分に愛知県西

部で M4.8（最大震度４）の地震が発生した。

この地震はフィリピン海プレート内部で発

生した地震である。発震機構は東西方向に

張力軸を持つ型であり、張力軸の向きは周

辺の地震と調和的である。付近では 1999 年

11 月 29 日に M4.8（最大震度４）の地震が

発生している。なお、2006 年１月９日 14 時

48 分には愛知県東部で M3.9（最大震度２）

の地震が発生している。（  ） 

12 月 24 日 愛知県西部の地震 

発震機構分布図（Ｔ軸表示） 
（2000 年以降、M≧3.5） 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧1.5） 

（25km 以深の地震を濃い○で表示） 

領域ａ 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

領域ｃ内の地震活動経過図 

今回の地震 

震央分布図（1970 年以降、深さ 25～90km、M≧4.0） 

領域ａ内の断面図（南北投影） 

領域 b 
 

1970 年以降、今回の地震の震源付近では

1975年３月14日にM5.3の地震が発生するな

ど、M5.0 以上の地震が４回観測されている。

（  ） 

今回の地震

Ａ

Ａ

Ｂ 

Ｂ 

今回の地震 

今回の地震

領域ｃ 



気象庁作成 

北美濃地震 

長野県西部地震 

 
１月１日 福井県嶺北地方の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧1.5） 
2006 年 1 月以降を濃い○で表示 

領域ｂ内の地震活動経過図（規模別） 

＆回数積算図 

領域ａ内の地震活動経過図（規模別） 
＆回数積算図 
(１月１日以降、Ｍすべて) 

領域ａ内の地震活動経過図（規模別） 

＆回数積算図 

今回の地震 
領域ａ

震央分布図（1923 年８月以降、M≧4.0） 

領域ｂ 

今回の地震 

Ａ

Ｂ
1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震

央付近（領域ｂ）では 1972 年８月 31 日に M6.0

が発生するなど 6.0 以上の地震が４回発生して

いる。最大は 1961 年８月 19 日に発生した M7.0

の地震（北美濃地震）である。（  ） 

Ａ

Ｂ

発震機構分布図（1990 年以降、Ｐ軸表示） 

：長良川上流断層帯のトレース 
 （地震調査委員会による） 

今回の地震 

2006 年１月１日 22時 56 分に福井県嶺北地

方の深さ 10km で M4.1（最大震度３）の地震が

発生した。発震機構は東西方向に圧力軸を持つ

横ずれ断層型で、圧力軸の方向はこの付近の地

震によく見られる。余震は４日までに８回観測

されており、最大は３日 13 時 13 分の M1.5（震

度１以上の観測なし）である。この地震の震央

付近では 2000 年３月 24日に M4.2 の地震（深

さ 9km、最大震度３）が発生している。 

今回の地震の震源の東側には長良川上流断

層帯がある。（  ） 

福井地震 

福井県 

石川県 

岐阜県 

愛知県 滋賀県 

福井県 

岐阜県 

滋賀県 

★ 

長野県 



気象庁作成 

 

2006年１月１日16時11分に鳥島近海でM5.9の浅

い地震が発生した。発震機構は通常の地震の発生様

式とはやや異なる可能性がある。余震は観測されて

いない。 

また、この地震により伊豆諸島などで微弱な津波

を観測した。この付近では 1984 年６月 13 日（M5.9）

と 1996 年９月５日（M6.2）の地震でも微弱な津波を

観測している。（  ） 

今回の地震 

領域ｂ 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.5） 

１月 1日 鳥島近海の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧4.0） 

今回の地震 

領域ｂ内の地震活動経過図 

領域ａ内の地震活動経過図、 

回数積算図 

Ａ

Ａ

 1923 年８月以降の活動をみると、今回の地

震が発生した海域では、M６前後の地震が時々

発生している。（  ） Ｂ

Ｂ

領域ａ 

八丈島 

鳥島 

青ヶ島 

八丈島 

鳥島 

青ヶ島 

（M6.0 以上または津波を伴った地震を濃い○で示してある） 

今回の地震の 

発震機構 

（ＣＭＴ解） 

津波あり 



気象庁作成 

  

１月 1日 鳥島近海の地震（２） 

波形を比較した地震の震央分布図 

八丈島 

鳥島 

青ヶ島 

【今回の地震】 

今回の地震の 

発震機構 

（ＣＭＴ解） 

1996 年の地震の 

発震機構 

（ＣＭＴ解） 

2006 年１月１日 16時 11 分に鳥島近海で M5.9 の浅

い地震が発生し、伊豆諸島などで微弱な津波を観測し

た。今回の地震が発生した海域では、過去にも M６前

後の地震で津波を伴っており、1984 年６月 13日（M5.9）

と 1996 年９月５日（M6.2）の地震でも微弱な津波を観

測している。 

今回と 1996 年の地震の発震機構（CMT 解）は比較的

よく似ている。1984 年の地震も同様なタイプの地震と

考えられており、マグマの貫入を原因とする海底隆起

によるものと推定されている（Kanamori et al. ,1993） 

松代の地震波形記録 

参考文献 

Kanamori, H., G. Ekstrom, A. Dziewonski, J. S. Barker, and S. A. Sipkin, 1993, J. Geophys. Res., 98, 6511-6522 

（分） 

1997/11/11 M6.0 

2001/07/05 M5.9 

2006/01/01 M5.9 
津波あり 

1996/09/05 M6.2 
津波あり 

1984/06/13 M5.9 
津波あり 

Ｐ Ｓ 

Ｐ Ｓ 

Ｐ Ｓ 

Ｐ Ｓ 

Ｐ Ｓ 

0 5 上下動 



気象庁作成 

 

検潮所の位置（左図）と検潮所で観測した津波の波形（右図） 

神津島神津島港観測点と三宅島阿古観測点は海上保安庁所属である。 

 

到達時刻 走時（分） 高さ（ｃｍ） 発現時刻 高さ(ｃｍ)

東京都 伊豆大島岡田 17時11分 60 6 17時33分 15

東京都 神津島神津島港 17時15分 64 5 17時53分 17

東京都 三宅島阿古 17時07分 56 13 17時29分 17

東京都 三宅島坪田 17時05分 54 15 17時08分 15

静岡県 南伊豆町石廊崎 17時17分 66 4 17時39分 8

都道府県名 観測点名称
第一波 最大の高さ

 
 
 
 

今回の地震に伴って観測した津波の観測値 

 今回の地震によって、観測された主な検潮儀における津波の観測値を示している。走時は、地震発生時

刻から第一波到達時刻までの時間を示す。表中の値は暫定値であり、後日変更される場合がある。 

本震 

１月 1日 鳥島近海の地震（３） 











気象庁・文部科学省 

近畿・中国・四国地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

特に目立った活動はなかった。 

 



気象庁・文部科学省 

九州地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ）12 月４日に奄美大島近海で M6.1（最大震度３）の地震があった。 

ｂ）12 月４日に奄美大島近海で M5.3（最大震度３）の地震があった。 

 

 

   

   

ａ 

ｂ 



気象庁作成 

 

今回の地震 

領域ａ 

奄美大島 

CMT 
解 

 2005 年 12 月４日 01 時 10 分に奄美大島

近海で M6.1（最大震度３）の地震が発生し

た。発震機構は北西-南東方向に圧力軸を

持つ逆断層型であった。 

地震活動は本震－余震型で推移し、４日

01 時 48 分の地震（M5.3、最大震度３）な

ど M5.0 以上が３回あったほか、４日 24時

までに130回を超える活発な地震活動が観

測された。活動は 10 日間程度でほぼ収ま

った。 

また、2005 年 12 月 15 日 16 時 41 分に

M6.1 の地震の震央から西北西に約 50km 離

れたところで M4.8（最大震度３）の地震が

発生した。（  ） 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.5） 

12 月４日 奄美大島近海の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧3.0） 

領域ｂ内の地震活動経過図 

地震活動の状況（Ｍ≧1.0） 

領域ｂ 

Ａ

Ａ

 1923 年８月以降の活動をみると、今回の地

震の震央付近では、M6.0 以上の地震がときど

き発生しており、今回の地震は 1997 年１月 18

日以来の M6.0 以上であった。 

なお、1923 年 11 月６日、7 日に M6.6 から

M6.9 の地震が観測されているが、それ以降は

M6.5 未満である。（  ） Ｂ

Ｂ

領域ａ内の地震活動経過図、 

回数積算図 

今回の地震 

12 月 4 日以降を濃い○でプロットしてある 



気象庁・文部科学省 

 

沖縄地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

特に目立った活動はなかった。 

 

 

      


